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論文 内 07そ河合 の要 ヒ::.Eヨ
ホウレンソウの葉緑体から調製したグラナを0.8Mのトリス緩衝液 (pH 8.0) で処理すると，酸素





「アスコルビン酸十 DCPIJ ， Iアスコルビン酸十 TMPDJ または単独に「アスコノレピン酸(
高濃度)Jをトリス緩衝液で洗ったがグラナに加えると，光化学的な電子伝達とそれに共役した燐酸化
反応が回復する。これ等の燐酸化反応は non-Cyc1ic な電子伝達に共役しNADP を最終的な電子受
容体とするo
これに反して， ITMPDJ だけを電子供与体とした場合には燐酸化反応は Cyc1ic な電子伝達に
共役しNADP を必要としない。
これ等の燐酸化反応の内， ITMP D 十アスコノレビン酸J ， Iアスコノレピン酸(高濃度)J によるも
のは 0- フェナンスロリンで完全に阻害されるが， Iアスコノレピン酸十 DCPIJ で反応が回復したもの
は約半分しか阻古を受けない。 さらに， P j2e- 比も「アスコノレビン酸十DCPIJ で燐酸化反応が回復
した場合は， 0-フェナンスロリンで約半分に減少している事がわかった。
これ等の結果は， non .Cyc1ic な電子伝達に共役した燐酸化反応では， 0- ブェナンスロリンによ








光のエネノレギーを利用してADP と無機リン酸から ATP を合成する光リン酸化反応が葉紙休と光
合成細菌のクロマトホアでお乙なわれているが，両者の反応過程は必ずしも等しくない。葉緑体では










子伝達系に共役する ATP合成部分が 2 ケ所あることを指摘した。
要するに，山下君の論文は葉緑体における光リン酸化反応の部分反応を明確にしたものであるか
ら，参考論文の知見とあわせ考え，理学博土の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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